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１ 基本方針 

  白井市水道事業（以下、「市営水道」という。）を利用されている皆様に安全な水

道水を供給するため、適切な水質検査を実施するとともに、安全な水道水を供給し

ていることをご理解いただくため、水質検査計画を策定し、その検査結果を公表す

るものです。 

原水となる印旛郡市広域市町村圏事務組合水道用水供給事業（以下、「印旛広域水

道」という。）からの白井配水場及び旧白井分岐地点（以下、「旧分岐地点」という。）

の水質検査については、印旛広域水道にて水質検査を実施することから、市営水道

では、水質検査結果の提供を受け確認します。 

 

２ 水道事業の概要 

 市営水道の概要は次のとおりです。 

① 給水区域（図－１） 
冨士及び西白井の各全域 

白井、復、根、木、富塚及び折立の各一部区域 

② 水源 

印旛広域水道（※） 

７市２町（成田市、佐倉市、四街道市、八街市、印西

市、白井市、富里市、酒々井町、栄町）と共同で設立

した印旛広域水道から浄水を買い入れ、各家庭に給水

しています。 

③ 計画目標年度 平成３７年度 

④ 計画給水人口 ２０，７００人（平成２９年度末  １９，５２８人）

⑤ 計画一日最大給水量 ５，７４０m3（平成２９年度実績  ４，９９１m3）

  ※市営水道の水源は印旛広域水道から供給される浄水ですが、印旛広域水道では施設の運転

及び管理を千葉県企業局（以下、「県営水道」という。）に委託しており、白井配水場の水質

概況については、利根川水系利根川で取水した表流水を水道法に定められた水質基準内に適

切に処理しています。 

なお、平成２８年９月より工事着手しておりました白井配水場が完成し、平成３１年３月

７日より順次配水区域を拡張しておりますが、市営水道給水区域全域の切り替えが完了（平

成３１年４月下旬予定）するまでの間は、引き続き、旧分岐地点からも給水します。旧分岐

地点の水質概況については、水運用計画により、暫定的に利根川水系江戸川の表流水を取水

し、水質基準内に処理された浄水を印旛広域水道から供給を受け、市営水道として給水して

います。 

 

３ これまでの水質の状況 

(1) 原水水質の状況 

  市営水道の原水は印旛広域水道から供給される浄水ですが、浄水処理される前

の水源は利根川水系利根川（白井配水場）及び利根川水系江戸川（旧分岐地点）
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の表流水です。 

利根川及び江戸川の水源は上流のダム等に依存していること、水系の流域面積

が広く流域の都市化によって生活排水が流入することによる異臭味や生物起因に

よる障害、クリプトスポリジウムなどの病原性微生物による汚染、農業用水や工

場排水による汚染等が懸念される状況にあります。 

これらの水質問題について、水源の状況に応じ、水質基準内に適切に処理した

のち、印旛広域水道において水質基準に適合していることを確認した浄水の供給

を受けており安全で良質な水です。 

(2) 浄水水質の状況 

  市営水道では、受水した浄水を直接配水していることから、浄水水質は原水水

質と同じものとなり、すべての項目で水質基準に適合していたことから、安全で

良質な水です。 

(3) 水質管理上注目すべき項目 

  白井地区おいては、使用水量が少なく管内滞留水が発生しやすいため、特に夏

季の気温が高い時期については、残留塩素濃度が低下し、過去に給水栓の水質検

査で一般細菌が水質基準を超過して検出されたことがあります。 

このことから、残留塩素濃度を水質管理上注目すべき項目として捉え、管内滞

留水の解消のため、定期的な排水を実施することにより良好な水質を確保します。 

 

４ 水質検査の地点、項目及び頻度 

  水質検査における採水地点の選定を配水系統毎に実施するため、水質検査地点を

３系統の給水栓と定め実施します。 

(1) 水質検査地点（図－１） 

 検査地点名 採水場所 採水住所 

①  冨士地区 冨士西ﾏﾝﾎｰﾙﾎﾟﾝﾌﾟ場 冨士１３７番２ 

②  白井地区 白井ちびっこ広場 根６０番２７ 

③  西白井地区 北の内公園 西白井４丁目１８－９ 

 

(2) 検査の項目及び頻度 

   水道法第２０条第１項で義務付けられている検査について、次のとおり実施し

ます。 

① 毎日検査 

    色、濁り及び消毒の残留効果の検査を１日１回行います。 

② 水質基準項目（５１項目） 

    表－１に示した頻度で検査を行います。 

   ・水道法施行規則第１５条第１項のロの規定に基づき、一般細菌、大腸菌、塩
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化物イオン、有機物、ｐＨ値、味、臭気、色度、濁度については月１回行い

ます。 

   ・ジェオスミン及び２－メチルイソボルネオールについては、原水に藻類が繁

殖しやすい夏季に月１回の頻度で計３回行います。 

   ・その他の水質基準項目については、給水地点の水質が安定して良好であり、

水質基準を十分に満足していることから、年１回以上または３年に１回以上

に検査頻度を緩和することが可能な検査項目については、安全性の確保や性

状を定期的に確認するため検査を年１回以上行うこととし、項目ごとに検査

頻度を設定しました。 

③ 水質管理目標設定項目及びその他の項目（５項目） 

    表－２に示すとおり年１回行います。なお、水質管理目標設定項目について

は、印旛広域水道の水質検査計画を参考に一部項目について検査します。 

④ 白井配水場及び旧分岐地点における検査 

白井配水場及び旧分岐地点については、印旛広域水道にて水質検査を実施す

ることから、市営水道では水質検査計画を策定しません。なお、印旛広域水道

から水質検査結果の提供を受け確認します。詳細は、印旛広域水道の平成３１

年度水質検査計画をご参照ください。 

  ⑤ 放射性物質 

  市営水道の原水は浄水受水であり、浄水場において放射性物質（放射性セシ

ウム（セシウム１３４及び１３７）の検査を行っていることから、市営水道で

は検査を実施せず、検査結果の確認を行うこととします。 

 


